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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸性の組成物であって、
　氷酢酸に溶解した二酸化塩素を含み、
　保存された時に、該組成物中の二酸化塩素の濃度は、該組成物中の二酸化塩素の初期濃
度に対して、３０％以上で少なくとも２８日間以上保持される、
　酸性の組成物。
【請求項２】
請求項１に記載の組成物において、
　前記溶解した二酸化塩素の濃度は少なくとも１０ｐｐｍ以上である組成物。
【請求項３】
請求項１に記載の組成物において、
前記溶解した二酸化塩素の濃度は２０００ｐｐｍ以下である組成物。
【請求項４】
　請求項１に記載の組成物において、
前記二酸化塩素を除いて、前記酢酸は実質的に純粋である組成物。
【請求項５】
請求項１に記載の組成物において、
保存された時に、該組成物中の二酸化塩素の濃度は、該組成物中の二酸化塩素の初期濃度
に対して、８０％以上で少なくとも１５０日間以上保持される組成物。
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【請求項６】
請求項１に記載の組成物において、
４８．９°Ｃ又はそれより低い温度の密封容器内に保存されたとき、該組成物中の二酸化
塩素の濃度が、該組成物中の二酸化塩素の初期濃度に対して、３０％以上で少なくとも２
８日間以上保持される組成物。
【請求項７】
請求項１に記載の組成物において、
４８．９°Ｃ又はそれより低い温度の密封容器内に保存されたとき、該組成物中の二酸化
塩素の濃度が、該組成物中の二酸化塩素の初期濃度に対して、９０％以上で少なくとも１
００日間以上保持される組成物。
【請求項８】
請求項１に記載の組成物において、
前記酢酸が実質的に化学的に純粋である組成物。
【請求項９】
請求項１に記載の組成物において、
前記酢酸が製薬等級である組成物。
【請求項１０】
請求項１に記載の組成物において、
前記酢酸が食品等級である組成物。
【請求項１１】
請求項１に記載の組成物において、
前記酢酸が工業等級である組成物。
【請求項１２】
　実質的に純粋の酸性の氷酢酸溶液に二酸化塩素を溶解し、
　保存された時に、該組成物中の二酸化塩素の濃度は、該組成物中の二酸化塩素の初期濃
度に対して、３０％以上で少なくとも２８日間以上保持される、
方法。
【請求項１３】
　組成物を形成するために、氷酢酸に二酸化塩素を溶解するステップと、
　該組成物を少なくとも２８日間以上保存するステップとを含み、
　保存された時に、該組成物中の二酸化塩素の濃度は、該組成物中の二酸化塩素の初期濃
度に対して、３０％以上で保持される、
方法。
【請求項１４】
氷酢酸に溶解させた二酸化塩素を含む酸性の組成物を密封容器内に保存して、前記組成物
中の二酸化塩素の濃度が、該組成物中の二酸化塩素の初期濃度に対して、３０％超で、少
なくとも２８日間以上保持される方法。
【請求項１５】
請求項１４に記載の方法がさらに水に前記組成物を適用するステップを具える方法。
【請求項１６】
請求項１４に記載の方法がさらに表面に前記組成物を適用するステップを具える方法。
【請求項１７】
請求項１４に記載の方法がさらに空気に対して前記該組成物を適用するステップを具える
方法。
【請求項１８】
　氷酢酸に溶解した二酸化塩素を含む酸性の組成物から、二酸化塩素を放出させるステッ
プを含み、
　保存された時に、該組成物中の二酸化塩素の濃度は、該組成物中の二酸化塩素の初期濃
度に対して、３０％以上で少なくとも２８日間以上保持される、
方法。



(3) JP 5403285 B2 2014.1.29

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願への相互参照
　この出願は、２００８年８月１５日に提出された係属中の米国非仮特許出願１２／１９
２，３７１号（代理人整理番号１０９９－０１４）に基づく優先権を主張し、また、参照
としてそのすべてをここに組み込んでいる。該米国非仮特許出願１２／１９２，３７１号
は、２００７年８月２３日に提出された米国仮特許出願６０／９６５，８７０号（代理人
整理番号１０９９－００８）に基づく優先権を主張する。また、この出願は、２００８年
７月３１日に提出された米国非仮特許出願１２／１８３，５２３号（代理人整理番号１０
９９－０１２）のすべてを参照としてここに組み込んでいる。
【背景技術】
【０００２】
　潜在的に実用的で有用である広い範囲の様々な実施形態は、例示的図面を参照すると共
に以下の例示的実施形態の詳細な説明を通してさらに容易に理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
【図１】図１は、方法１０００の例示的実施形態のブロックダイヤグラムである。
【図２】図２は、方法２０００の例示的実施形態のフローチャートである。
【発明の概要】
【０００４】
　二酸化塩素（「ＣｌＯ２」）は、優れた消毒薬になり得て、及び／又は、広範囲の生命
体に対して有効であり得る。例えば、ＣｌＯ２は、原虫寄生体ジアルジア属、クリプトス
ポリジウム、及び／又は、アメーバナグレリア属（ｇｒｕｂｅｒｉ）及びそれらの嚢腫だ
けでなく、ウィルス及びバクテリアの優れた制御を提供することができる。
【０００５】
　ＣｌＯ２は、消毒に加えて、色、味、臭気制御、並びに、鉄及びマンガンの除去等の水
処理においてその他の有益な用途を有し得る。また、パルプや紙の漂白（二酸化塩素の最
大の商業的用途）、果物や野菜の表面の消毒及び衛生化／保存のなど、水処理以外にも重
要な用途がある。
【０００６】
　ＣｌＯ２についてはいくつかの課題を提示することができ、それらの課題の大部分はそ
の固有の物理的及び化学的不安定性に起因し得る。ＣｌＯ２自体は標準状態でガス状化合
物である。ＣｌＯ２はガスとして化学分解に対して敏感であり、圧縮されたときやより高
い濃度で爆発する。ＣｌＯ２が水に非常に溶けやすいので、ＣｌＯ２ガスが水に溶解した
溶液としてＣｌＯ２を用いることができる。
【０００７】
　ＣｌＯ２は水以外のいくつかの溶媒に多少可溶であるが、ＣｌＯ２の非水性溶液は比較
的少ししか用いられていない。かなりの時間ＣｌＯ２を保存することができる非水性溶液
は知られてない。ＣｌＯ２は、有機溶媒を含む有機化合物との反応性が非常に高いとしば
しば記載されている。我々は、約１０００ｐｐｍのＣｌＯ２が純粋な酢酸（エタン酸とし
ても知られ、及び／又は、ＣＨ３ＣＯＯＨ及び／又はＣ２Ｈ４Ｏ２として表わされ得る）
の中で、室温及び１２０°Ｆで、少なくとも２２週の期間にわたって９０％の保持率で安
定であることを発見した。窒素中で酢酸を通してＣｌＯ２ガス流を泡立たせて、ＣｌＯ２

を酢酸に溶解させて、窒素が容易に通るように許容することにより、この溶液を簡便に調
製することができる。
【０００８】
　上述したＣｌＯ２の物理的及び化学的不安定性のために、これまでのほぼすべての商業
的用途においては、使用時点においてＣｌＯ２を生成してこれらの課題に対処することが
必要であった。しかしながら、現場での生成は、特に設備の操作上の問題と危険な前駆体
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化学物質を取扱及び保存する必要性とにおいて著しい不利益となり得る。既製のＣｌＯ２

のさらなる形態が存在することが望まれている。
【０００９】
　ある例示的実施形態は、酢酸中に二酸化塩素を溶解させた溶液を含む組成物を提供する
ことができる。保存に際しては、この組成物中の二酸化塩素の濃度を、該組成物中の二酸
化塩素の初期濃度に対して、例えば、少なくとも２８日間で３０％超、少なくとも１５０
日間で８０％超、及び／又は、少なくとも１００日間で９０％超で保持することができる
。ある例示的実施形態は、酢酸に溶解させたＣｌＯ２を含む溶液から二酸化塩素を放出す
るステップを具える方法を提供することができる。
【００１０】
　ある例示的実施形態は、ＣｌＯ２と酢酸とを組み合わせることにより形成した溶液、該
溶液を形成する方法、及び／又は、該溶液をＣｌＯ２を本質的に即時に届けるといった、
ＣｌＯ２を届ける手段として用いる方法を提供することができる。
【００１１】
　一般にＣｌＯ２は、本質的に不安定であると考えられている。また、一般に、ＣｌＯ２

は、例えば酢酸等の有機溶媒を含むかなり広範の有機化合物と反応性であると考えられて
いる。ＣｌＯ２が酢酸と反応するであろうと仮定することは合理的である。
【００１２】
　二酸化塩素は、ＯｘｙＣｈｅｍ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　データシート「二酸化塩素溶液
の実験室調製　方法ＩＩ：試薬等級二酸化塩素溶液の調製」に記載されている方法により
ストリッピングガスとして窒素を用いて生成することができる。
【００１３】
　上記方法は次の装置及び試薬を指定する。
【００１４】
　１リットルの三つ口反応フラスコ（１）
【００１５】
　１２５ｍｌの側管付き滴下ロート（２）
【００１６】
　アダプターを備えるガス入口チューブ（３）
【００１７】
　ガス出口アダプター（４）
【００１８】
　ガス洗浄タワー、１リットル（５）
【００１９】
　琥珀色試薬瓶、１リットル（６）
【００２０】
　アダプターを有しないガス入口チューブ（７）
【００２１】
　氷浴（８）
【００２２】
　フレキシブルチューブ（ゴム又はＴｙｇｏｎ（登録商標））
【００２３】
　工業亜塩素酸ナトリウム溶液　３１．２５
【００２４】
　濃硫酸、３６Ｎ
【００２５】
　上記方法は下記手順を特に指定する。
【００２６】
　図１に示されている生成装置を組み立てる。気密組立を確実なものにするために、可能
であれば、標準テーパーガラス製品とシリコングリースを用いる。ゴム栓は条件を満たす
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選択肢の１つである。
【００２７】
　反応フラスコ及びガス洗浄タワーを約２．５重量％のＮａＣｌＯ２溶液５００ｍｌで満
たす。すべてのガス入口が沈んでいることを確かめる。（２．５％ＮａＣｌＯ２溶液は、
ＯｘｙＣｈｅｍ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌの亜塩素酸ナトリウム溶液３１．２５をＤＩ水で１
：１０に希釈して調製してもよい。）
【００２８】
　１０体積％の硫酸溶液５０ｍｌを調製し、追加分漏斗に該溶液を入れる。警告：常に水
に酸を加えること；酸に水を加えてはならない。
【００２９】
　琥珀色試薬瓶をＤＩ水５００～７５０ｍｌで満たし、該瓶を氷浴内に入れる。
【００３０】
　上記生成装置（３つの溶液すべてに泡が存在しなければならない。）に対して気流をオ
ンにする。もし泡が存在しなければ、該装置に漏れがないかをチェックする。
【００３１】
　漏れがなければ、酸性溶液（一回に５～１０ｍｌ）をゆっくり加える。各添加間に５分
待つ。最終添加後、３０分間気流を継続する。
【００３２】
　閉じた褐色瓶内に入れた二酸化塩素溶液を冷却装置内で保存する。適切に保存された溶
液を何週間に渡って用いてもよいが、使用に先立って、Ｍｅｔｈｏｄ　４５００－ＣｌＯ

２、水及び排水の検査のための標準分析法、２０版、ＡＰＨＡ、ワシントンＤ．Ｃ．，１
９９８，ｐｐ　４－７３～４－７９等の承認された方法により、毎日標準化するべきであ
る。
【００３３】
　我々は、例えば約１００ｍｌ／分から約３００ｍｌ／分の速度の窒素（この方法によっ
て生成されるように）中で薄められた純粋なガス状ＣｌＯ２を室温又は室温より低い温度
で水に代えて氷酢酸を通して充分に泡立たせることによって安定した溶液が生じたことを
予想外に発見した。（酢酸は６２°Ｆで凍結するので、たとえするとしても、凍結しない
温度まで冷ますだけにすべきである。冷却は必須ではないが、より高いＣｌＯ２濃度を達
成するためには有利であるかもしれない。）約１０ｐｐｍから約２０００ｐｐｍの濃度の
ＣｌＯ２を調製した。少なくともやや高い濃度、ことによるとはるかに高い濃度で問題な
く調製することができることが期待される。
【００３４】
　代替的に、上記方法又は他の適切な方法によって調製したＣｌＯ２水溶液を通して窒素
を泡立たせることができる。得られた窒素中のガス状ＣｌＯ２流を上のように酢酸を通し
て泡立たせてＣｌＯ２酢酸溶液を提供することができる。本質的に不活性なガス流中で酢
酸を通してガス状ＣｌＯ２を泡立たせるどのような手段でもＣｌＯ２酢酸溶液が提供され
るであろう。
【００３５】
　得られたＣｌＯ２酢酸溶液は、透明な黄色である。Ｈａｃｈ　ＤＲ　２８００分光光度
計を用いて、ＣｌＯ２測定値の直接読み出しプログラムの１つを用い、ＣｌＯ２含有量を
測定した。測定前にサンプルを超純水で１：１０に希釈し、最小のバックグラウンド信号
となるようにした。前記測定が測定波長において吸光する分解産物によって著しく影響を
受けなかったことを確かめるために、次の実験を行なった。１２０°Ｆで１８０日間保存
し、続いて、１０５°Ｆで１００日間保存したサンプルにＮ２を散布して、揮発成分を除
去した。その時点において、目に見える黄色残留物は事実上残っておらず、ＣｌＯ２に関
する分光光度測定は、無視できるほど小さかった。
【００３６】
　氷酢酸は、それ自体でやや危険な物質であり、注意して扱われなければならない。一方
、約１０％以下の濃度の酢酸水溶液は、最小の使用上の注意で扱うことができる。ＣｌＯ
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２氷酢酸溶液を用いた結果に基づいて、酢酸は、ＣｌＯ２水溶液に通常みられないレベル
の安定性を付与する可能性があると考えられた。１２０°Ｆで約１１２日間保存した、１
０％水性酢酸中に２０００ｐｐｍのＣｌＯ２を溶解させた溶液では、事実上すべて（＞９
５％）のＣｌＯ２が消失した。
【００３７】
　次の表１は、長期保存期間における氷酢酸中のＣｌＯ２保持率を示す。初期ＣｌＯ２濃
度は、室温で９４０ｐｐｍ、高温で１１６０ｐｐｍであった。高温は、開始から１５４日
まで１２０°Ｆで維持し、２８０日までの間にその温度を１０５°Ｆに（この実験と無関
係な理由で）変更した。
【００３８】
【表１】

【００３９】
　次の表２は、保存期間（日）対１２０°Ｆでの１０％酢酸中のＣｌＯ２保持率を示す。
初期ＣｌＯ２濃度は２０１７ｐｐｍであった。
【００４０】
【表２】

【００４１】
　表２の結果は、氷酢酸系より実質的に安定性が低かったものの、今までに観察した主と
して水性である他の系と比較して、この温度において、良いか又はより良い安定性を示し
ている。中間の酢酸／水の系は、酢酸含有量が増加するとともに、より大きな安定を示す
ことは明らかである。
【００４２】
　ＣｌＯ２氷酢酸溶液を調製する方法をまず適用し、その後に窒素中で所望量の水又はＣ
ｌＯ２を加えることにより、酢酸と水との混合物にＣｌＯ２が溶解した溶液を調製するこ
とができる。あるいは、窒素中のＣｌＯ２を直接的に泡立たせて酢酸／水混合物とするこ
とができる。ある場合には、代替的に、一般的方法の後に所望量の酢酸を添加することに
よってＣｌＯ２水溶液を調製することができる。
【００４３】
　また、ギ酸及びプロピオン酸等の酢酸に類似する化学的類似体は、ＣｌＯ２を比較的安
定にさせる溶剤として機能することが期待される。しかしながら、これが当てはまらない
場合がある。上記方法によりギ酸及びプロピオン酸中のＣｌＯ２溶液を調製した。高温又
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は室温で保存したとき、各溶液では、それぞれ１週間以内に事実上すべてのＣｌＯ２が失
われた。
【００４４】
　新たに調製されたＣｌＯ２酢酸溶液は、ＯｘｙＣｈｅｍ　Ｍｅｔｈｏｄ　ＩＩによって
調製した非常に純粋なＣｌＯ２と酢酸とのみを組み合わせることにより得たので、高純度
であった。酢酸は食品等級で利用可能であり、したがって、この酢酸で作った溶液は、飲
料水及び／又は他の摂取可能材料の処理並びにその他の用途に適しているかもしれない。
化学的に実質的に純粋な等級、製薬等級、及び／又は、工業等級で酢酸を得ることができ
る。
【００４５】
　酢酸はすべての比率で水と混和性であるので、ある実施形態において、溶液は、処理す
ることを望む水において素速くかつ容易に直接的に分散されうる。あるいは、該溶液を水
に溶かして、処理表面、固体、水、液体及び／又は他の材料の処理に用いることができる
二酸化塩素水性溶液を生成することができる。水、処理すべき水、又は、中間溶液に酢酸
水溶液を溶解させることにより調製したＣｌＯ２水溶液は、目的が酢酸の存在と矛盾しな
い限り、同等のＣｌＯ２濃度の単なる水溶液が使用される当業界で知られる任意の目的の
ために使用してもよい。これらの用途には：飲料水、廃水、レクリエーションの水（水泳
プールなど）、産業再使用水、農業潅漑用水、及び／又は、生組織（局所適用）のような
表面、食糧（農作物、肉）及び／又は無生物の表面などの消毒及び／又は脱臭及び／又は
脱色が含まれうる。すなわち、所望の対象を処理するために酢酸の中に溶解した二酸化塩
素を含む組成物から二酸化塩素を放出させることができる。
【００４６】
　開いた容器内に保持するとき、又は、ＣｌＯ２に対して浸透性の包装容器内に保持する
とき、溶液は、通常、ＣｌＯ２ガスを大気中に蒸散放出する。大気中に放出されたＣｌＯ

２の濃度レベルが適切であり、消毒及び大気中の臭気制御及び／又は空気と接する表面及
び／又は材料の消毒に有効となるように条件を選択することができ、このような使用は、
蒸発によってやはり大気中に放出されるであろう酢酸蒸気量に適合する。
【００４７】
　その溶液は、直接接触を通じて及び／又は気相を経由して、他の物質に直接的にＣｌＯ

２を放出することができる。溶液を、液状及び／又は粉末状及び／又は粒状形態の他の物
質とを混合することなどにより、該溶液をこのような物質と混合することができる。溶液
は表面に適用することができ、及び／又は、必要であれば、パッチ及び／又は包帯を用い
て、その表面に機械的に保持することができる。溶液からＣｌＯ２を受け取る物質は、該
物質の処理としてそのようにすることができ、及び／又は、該物質はＣｌＯ２用の第２の
賦形剤として機能してもよい。これらのアプローチのうちの１つは、相当量の水の存在を
回避しなければならない状況において特に適切である。
【００４８】
　ＣｌＯ２酢酸溶液は非常に安定である（例えば、室温及び１２０°Ｆにおいて少なくと
も２２週間約９０％のＣｌＯ２を保持することができる）。実際に、現在まで観察した期
間を通して、１０５°Ｆから１２０°Ｆの温度における安定性は、室温における安定性と
同等であるように思われる。しかしながら、充分に長い時間間隔があると、室温における
安定性が高温のときよりも優れていることが予期される。その延長線上で考えると、Ｃｌ
Ｏ２は、低温においてさらに優れた安定性を示す可能性がある。長期の保存（極端に長い
期間の保存）が必要であるとき、このことは重要な利益である。
【００４９】
　適切な包装は、酢酸と相性が良いだけでなく、許容可能なＣｌＯ２全体保持率を与える
程度にガス状ＣｌＯ２を保持することができる。高いＣｌＯ２保持率を与える適切な材料
は、ガラス、特定のプラスチック及び／又はステンレス鋼などの非反応性金属を含むこと
ができる。溶液を含む産物の最終形態には、注入及び／又はスプレー等の分注及び／又は
デリバリーの適切な任意の手段、並びに／又は、当業界で知られている他の任意の方法が
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含まれる。
【００５０】
　密封容器内のＣｌＯ２溶液は、該容器の上部空間の濃度は該溶液中の濃度と素速く平衡
状態に到する。高濃度水溶液は、上部空間が空気中の爆発限界（空気中で約１０重量％で
あると考えられる）を超える平衡上部空間濃度を有することがある。例えば、７５００ｐ
ｐｍ以上のＣｌＯ２の水溶液は、その上部（該容器の上部空間のような）の空気中のＣｌ
Ｏ２平衡濃度が２０℃で１０％以上であると考えられる。しかしながら、ＣｌＯ２酢酸溶
液の上部空気中のＣｌＯ２の平衡濃度は、同じ濃度のＣｌＯ２水溶液の上部空気中の平衡
濃度よりも低いことが早期に指摘された。
【００５１】
　ＣｌＯ２酢酸溶液と平衡状態にある上部空間の比較的低いＣｌＯ２濃度を次の実験によ
って示した。１１ｍｌのＣｌＯ２酢酸溶液のサンプルを、全容積が約１２０ｍｌの密封中
隔瓶内で室温で平衡状態にした。その後、上部空間濃度を本質的に乱すことなく、その溶
液を注射針によって採取し、溶液は２６３０ｐｐｍと測定された。その後、１１ｍｌの水
を中隔瓶の背面に注入して瓶を約３℃に冷まし、上部空間内のＣｌＯ２を冷却水に溶解さ
せた。その後、この水を注射器によって採取し、１４４ｐｐｍと測定された。１４４／２
６３０＝０．０５５という比は、ＣｌＯ２についての空気と酢酸との間の疑似分配係数を
表わす。酢酸水溶液に代えて水性ＣｌＯ２溶液を用いてこの実験を繰り返したとき、得ら
れた疑似分配係数は０．３２であった。水についての疑似分配係数は、酢酸よりも著しく
大きい（約６倍）ので、酢酸は、所定の溶液濃度において相対的に低い上部空間平衡状態
ＣｌＯ２濃度を有すると考えられている。
【００５２】
　このことは、上部空間ＣｌＯ２濃度について、より高濃度のＣｌＯ２酢酸溶液を同じ濃
度のＣｌＯ２水溶液よりも安全に扱うことができることを示唆している。
【００５３】
定義
　ここにおいて次の用語を実質的に用いるとき、下記定義を適用する。これらの用語及び
定義は先入観なく示され、本出願と矛盾しないものであり、本出願又はここで優先権を主
張する任意の出願の訴訟中にこれらの用語を再定義する権利を留保する。ここにおいて優
先権を主張する任意の出願の特許請求の範囲を解釈する目的で、各定義（又は、元の定義
がその特許の訴訟中に修正された場合における、再定義された用語）は、その定義から外
れた主題の明確かつ一義的な否認として機能する。
【００５４】
　ひとつの（ａ）－少なくとも１つ。
【００５５】
　酢酸（ａｃｅｔｉｃ　ａｃｉｄ）－有機化学化合物、ＣＨ３ＣＯＯＨと表わされること
もあり、多くの場合、最も単純なカルボン酸の１つであると考えられている。
【００５６】
　動作（ａｃｔｉｖｉｔｙ）－１つの動作、行動、ステップ、及び／又はプロセス若しく
はその一部分。
【００５７】
　するように構成される（ａｄａｐｔｅｄ　ｔｏ）－特定用途又は状況に適当であるよう
に、又は、適合するように作られている。
【００５８】
　空気（ａｉｒ）－地球の大気ガス。
【００５９】
　及び／又は（ａｎｄ／ｏｒ）－～と併せて（ｉｎ　ｃｏｎｊｕｎｃｔｉｏｎ　ｗｉｔｈ
）、又は、～に代えて（ｉｎ　ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ　ｔｏ）。
【００６０】
　器具（ａｐｐａｒａｔｕｓ）－特定目的用の装置又は機器。
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【００６１】
　適用する（ａｐｐｌｙ）－接して置く、及び／又は、物理的に近く近接している、及び
／又は、置く、及び／又は、上に展開する。
【００６２】
　約（ａｐｐｒｏｘｉｍａｔｅｌｙ）－およそ、及び／又は、ほとんど同じ。
【００６３】
　水性（ａｑｕｅｏｕｓ）－水と関係する、又は、水を含んでいる。
【００６４】
　少なくとも（ａｔ　ｌｅａｓｔ）－以上（ｎｏｔ　ｌｅｓｓ　ｔｈａｎ）。
【００６５】
　結合（ｂｏｎｄ）－付着する（ａｔｔａｃｈ）及び／又は結びつく（ｆａｓｔｅｎ）。
【００６６】
　～できる（ｃａｎ）－少なくともいくつかの実施形態において～する能力がある（ｂｅ
　ｃａｐａｂｌｅ　ｏｆ）。
【００６７】
　二酸化塩素（ｃｈｌｏｒｉｎｅ　ｄｉｏｘｉｄｅ）－化学式ＣｌＯ２又はＣｌＯ２を有
する高い反応性を有する塩素酸化物であって、該塩素酸化物は、－５９℃でオレンジの結
晶として結晶する、赤みがかった黄色のガスに見え、水処理で頻繁に用いられる潜在的に
有効な酸化剤及び／又は漂白剤である。
【００６８】
　閉じられた（ｃｌｏｓｅｄ）－境界を有している、囲まれている。
【００６９】
　結合（ｃｏｍｂｉｎｅ）－接続すること、結合すること、混合すること、及び／又は、
混合すること。
【００７０】
　複合体（ｃｏｍｐｌｅｘ）－分子、原子、及び／又はイオンの可逆的会合を含む化合物
。
【００７１】
　組成物（ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｏｆ　ｍａｔｔｅｒ）－組み合わせ、反応生成物、
化合物、混合物、調合物、材料、並びに／又は、人間及び／若しくは自動操作によって２
つ以上の物質及び／若しくは元素から形成される複合物。
【００７２】
　化合物（ｃｏｍｐｏｕｎｄ）－２以上の物質、部分、要素、及び／又は、成分からなる
。
【００７３】
　含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）－後に続くものを含むが、これらに限定されない。
【００７４】
　濃度（ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎ）－与えられた物質がどのくらいの量で混合され、
溶解され、含まれ、及び／又は、そうでなければ他の物質の中に又は該他の物質と共に存
在するかについての尺度。
【００７５】
　容器（ｃｏｎｔａｉｎｅｒ）－内容物を保持し、かつ、内容物を入れることができる閉
口可能な開口部を有するように構成される囲い。容器の例には、バイアル、注射器、瓶、
フラスコなどが含まれる。
【００７６】
　共有結合により（ｃｏｖａｌｅｎｔｌｙ）－電子を共有することでオクテット則での化
学的安定を達成する２つ以上の原子の組み合わせにより特徴づけられる。共有結合は一般
に他の結合より強い。
【００７７】
　送達する（ｄｅｌｉｖｅｒ）－提供すること、運ぶこと、発すること、及び／又は、放
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出すること。
【００７８】
　装置（ｄｅｖｉｃｅ）－機械、製造工業、及び／又は、それらの集合。
【００７９】
　溶解させる（ｄｉｓｓｏｌｖｅ）－液体と混合すること及び／又は液体状態に移行させ
ることによって溶液を作ること。
【００８０】
　乾燥(ｄｒｙ）－（動詞）水分を失うこと及び／又は～から水分を除去すること；（形
容詞）相当程度に湿気がないか及び／又は過剰な水分がない；湿っていない；濡れていな
い。
【００８１】
　食品等級（ｆｏｏｄ　ｇｒａｄｅ）－食品用途として安全であると米国食品医薬品局に
よって決定されている。
【００８２】
　形成する（ｆｏｒｍ）－（動詞）構成する、建築する、生成する、及び／又は、創造す
る；（名詞）段階、構造及び／又は外観。
【００８３】
　から（ｆｒｏｍ）－源を示すために用いられる。
【００８４】
　さらに（ｆｕｒｔｈｅｒ）－加えて（ｉｎ　ａｄｄｉｔｉｏｎ）。
【００８５】
　より大きい（ｇｒｅａｔｅｒ）－より大きい（ｌａｒｇｅｒ）、及び／又は、より多い
（ｍｏｒｅ　ｔｈａｎ）。
【００８６】
　最初に（ｉｎｉｔｉａｌ）－当初に（ａｔ　ｔｈｅ　ｂｅｇｉｎｎｉｎｇ）。
【００８７】
　～であろう（ｍａｙ）－少なくともいくつかの実施形態において、～と許容されている
（ａｌｌｏｗｅｄ）か、及び／又は、～許可されている（ｐｅｒｍｉｔｔｅｄ）。
【００８８】
　方法（ｍｅｔｈｏｄ）－プロセス、手続、及び／又は、何かを遂行するための関連した
活動の集合。
【００８９】
　混合する（ｍｉｘ）－通常、構成要素を混合することを通じて、（物質、元素、物など
）を結合してひとつの集合、コレクション又は集団にすること。
【００９０】
　モル比（ｍｏｌａｒ　ｒａｔｉｏ）－別の物質のモルに対するあるの物質のモルの比。
【００９１】
　ない（ｎｏｔ）－何かの否定。
【００９２】
　製薬等級（ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　ｇｒａｄｅ）－医薬品において使用して、
も安全であると米国食品医薬品局によって決定されている。
【００９３】
　複数（ｐｕｌａｒｉｔｙ）－複数であるか、及び／又は、１を超えている状態。
【００９４】
　ポリマー－比較的軽くかつ単純な分子である単位が数百万まで繰り返して結合してなり
、通常高い分子量を有する、任意の多数の天然及び合成化合物。
【００９５】
　沈殿物（ｐｒｅｃｉｐｉｔａｔｅ）－溶液から固体形態及び／又は固体相で分離された
物質。
【００９６】
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　先決された（ｐｒｅｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄ）－前もって規定された（ｅｓｔａｂｌｉｓ
ｈｅｄ　ｉｎ　ａｄｖａｎｃｅ）。
【００９７】
　見込み（ｐｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ）－発生可能性の量的表現。
【００９８】
　放出する（ｒｅｌｅａｓｅ）－出ることを許容させる、並びに／又は、抑制、拘束、固
定及び／若しくは抑えるものがない。
【００９９】
　繰り返して（ｒｅｐｅａｔｅｄｌｙ）－再三；反復して（ｒｅｐｉｔｉｔｉｖｅｌｙ）
。
【０１００】
　結果（ｒｅｓｕｌｔ）－結果及び／又は特有な行為、手術及び／又はコースの結果。
【０１０１】
　保持する（ｒｅｔａｉｎ）－抑制する（ｒｅｓｔｒａｉｎ）、維持する（ｋｅｅｐ）、
及び／又は、持続する（ｈｏｌｄ）。
【０１０２】
　該（ｓａｉｄ）－系又は装置の請求項中で用いられたとき、以前に導入された、後の請
求項用語を示す冠詞。
【０１０３】
　分ける（ｓｅｐａｒａｔｅ）－分離する、空間を設ける、配置する、若しくは、離れて
保持する、及び／又は、中間に位置する。
【０１０４】
　セット（ｓｅｔ）－関連する複数のもの。
【０１０５】
　固体（ｓｏｌｉｄ）－液体及び気体のいずれでもなく、定まった形及び／又は定まった
形態。
【０１０６】
　溶液（ｓｏｌｕｔｉｏｎ）－相当程度に均一な分子の混合物及び／又は２以上の物質の
組み合わせ。
【０１０７】
　保存する（Ｓｔｏｒｅ）－積み込む、保持する、又は、固定する。
【０１０８】
　実質的に（ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｌｌｙ）－高い限度に、又は、高い程度に。
【０１０９】
　基質（ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）－下層（ａｎ　ｕｎｄｅｒｌｙｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）
【０１１０】
　表面(ｓｕｒｆａｃｅ)－目的物の外部境界、又は、そのような境界を構成するか若しく
はそのような境界に似ている材料層
【０１１１】
　系（ｓｙｓｔｅｍ）－機構、装置、機械、製品、プロセス、データ及び／若しくは指示
の集合、又は、１つ又はそれ以上の特殊な機能の集合を実行するために設計された集合。
【０１１２】
　工業等級（ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　ｇｒａｄｅ）－他の化学薬品を少量含んでおり、従っ
て、わずかに不純である。
【０１１３】
　温度（ｔｅｍｐａｒａｔｕｒｅ）－標準尺度で指定された単位又は程度を単位として表
現される、内容のサンプル中の分子の平均運動エネルギーの尺度。
【０１１４】
　利用する（ｕｔｉｌｉｚｅ）－使用する、又は、サービスに入れられた。
【０１１５】
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　によって（ｖｉａ）－～によって、又は、～を利用して
【０１１６】
　水（ｗａｔｅｒ）－約１１．１１８重量％の水素と、約８８．８１２重量％の酸素とを
含む、透明、無臭、無味の液体であって、該液体は、化学式Ｈ２Ｏで特徴付けられ、常圧
（約１４．７ｐｓｉａ）において、約３２°Ｆ又は０Ｃで氷結し、約２１２°Ｆ又は１０
０Ｃで沸騰する。
【０１１７】
　重量（ｗｅｉｇｈｔ）－地球又は別の天体に物体が引きつけられる力であって、該力は
、対象物の質量の産物及び重力加速度と等しいもの、及び／又は、数値の重要性を計算に
反映させるために、平均を決定するような計算においてある数値に対して割り当てられた
要因。
【０１１８】
　とき（ｗｈｅｎ）－ある時点に（ａｔ　ａ　ｔｉｍｅ）。
【０１１９】
　そこにおいて～（ｗｈｅｒｅｉｎ）－～に関して（ｉｎ　ｒｅｇａｒｄ　ｔｏ　ｗｈｉ
ｃｈ）；及び（ａｎｄ）；及び／又は、～に加えて（ｉｎ　ａｄｄｉｔｉｏｎ　ｔｏ）。
【０１２０】
　～に関して（ｗｉｔｈ　ｒｅｓｐｅｃｔ　ｔｏ）－～との関連で（ｉｎ　ｒｅｌａｔｉ
ｏｎ　ｔｏ）。
【０１２１】
注意
　実質的にかつ具体的に実際的なかつ実用的な他の実施形態は、上に列記されている及び
／又はここに含まれる詳細な説明及び／又は特定の模範的実施形態の図面を参照した当業
者に容易に明らかになるだろう。多数の変形、修正及び追加の実施形態が可能であること
は理解されるに違いなく、従って、そのような変形、修正及び実施形態のすべては、この
出願の範囲内であるとみなされる。
【０１２２】
　この出願の任意の部分（例えばタイトル、分野、背景、要約、明細書、要約、図表など
）の内容に関わらず、それとはっきりと逆に記載されていなければ、明示の定義、断定及
び議論、任意の請求項について、本出願及び／又はここで優先権を主張する任意の出願の
任意の請求項であるか、並びに、当初に述べられていたか否か：
【０１２３】
　記載され又は図示された任意の特有な特性、機能、動作若しくは元素、任意の特有な一
連の動作、又は、要素の任意の特有な相互関係を包含することに対する要求はなく；
【０１２４】
　任意の元素を統合、分離及び／又は複写することができ；
【０１２５】
　任意の動作を繰り返すことができ、複数の構成要素により任意の動作を行うことができ
、さらに／または、任意の動作を複数の管轄権の中で行なうことができ；さらに、
【０１２６】
　任意の動作又は任意の元素を特に排除することができ、一連の動作を変更してもよく、
及び／又は、要素の相互関係を変更してもよい。
【０１２７】
　さらに、任意の数値及び範囲がここに記載されているとき、異なるようにはっきりと記
載されていない限り、該数値及び該範囲はおおよそのものである。任意の範囲がここに記
載されているとき、異なるようにはっきりと記載されていない限り、その範囲は、そこに
含まれるすべて値及び部分的な範囲を含んでいる。例えば、１～１０の範囲が記載されて
いるとき、その範囲は、例えば、１．１、２．５、３．３３５、５、６．１７９、８．９
９９９などのその間にあるすべての値を含んでおり、また、例えば、１～３．６５、２．
８～８．１４、１．９３～９などのすべての部分的な範囲を含んでいる。
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【０１２８】
　特許請求の範囲の任意の要素が後に図面要素番号を伴うとき、その図面要素番号は模範
的なものであり、特許請求の範囲について非限定的なものである。
【０１２９】
　参照によりここに組込まれている任意の資料（例えば、米国特許、米国特許出願、本、
論文など）中の任意の情報は、そのような情報と他の供述とここに記載されている図面と
の間に不一致が存在しない範囲においてのみ参照として組み込まれる。任意の請求項又は
ここで求める優先権を無効にするような不一致がある場合には、特にそのような資料中の
任意のそのような矛盾する情報は、参照によりここに組込まれない。
【０１３０】
　従って、特許請求の範囲自体以外のこの出願のすべての部分（例えばタイトル、分野、
背景、要約、明細書、要約、図表など）は、当然に説明的であり、また、限定的ではない
とみなされなければならない。

【図１】 【図２】
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